
2009/６/３　連携会議第６号

各校事務職員様
連携会議事務局長　常　陸　敏　男
「決算予算調査」及び「徴収金調査」の集計について
　日頃の事務実践大変ご苦労様です。
　おかげさまで「決算予算調査」がほぼ出そろい、「徴収金調査」ももう少しで出そろいます。まだ完成していませんが、それぞれの調査の「総括表」をブリーフケース（決算予算調査フォルダと徴収金調査フォルダ）にアップロードしました。　
さて、今回未完成ではありますが、その「総括表」ファイルをメール送信します。※決算予算調査については、今回は需用費の消耗品費のみ集計しました。
　若干説明を加えると、
１．各学校の集計表の下の方に、枠が３段あります。


①１段目は各校の需用費消耗品費決算合計額です。


②２段目は、配分項目の中で児童生徒の活動に直接関わると思われる項目の合計額を私の主観で記入しました。もし、校内配分決算とは別に決算内訳を集計している方がおりましたら、できるだけ実態に近い数字を事務局にご連絡ください。
２．徴収金調査も一部私の主観で整理してある部分があります。修正を加えたら修正したシートを事務局まで送信願います。（修正部分がわかるFAXでもよいです）
３．次回連携会議が６月１６日に予定されていますが、それまでには一通り完成させたいのでよろしくお願いします。なお、各校のデータも逐次ブリーフケースにアップしてあるのでご覧になってください。
４．調査結果を基に次回連携会議で交流を行い、予算要望書に盛り込む観点整理をしたいと思います。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
共済組合の「公費負担医療対象者［該当・非該当］報告書」に関して
　会員より、「いつ頃通知が出たのか」という問い合わせがあったので、共済組合（資格給付グループ）に訊いてみました。結論からすると、調べてもらうまでもないほど昔のことだそうです。
なぜ、この報告が必要かというと、市町村の医療費助成と共済組合の給付が重なることを避けるためで、具体例としては、高額療養費の給付の重複や窓口負担が２万円を超えた場合の給付の重複があるそうです。市町村の給付担当者が共済組合に問い合わせをしてきて重複が判明することが多いそうです。

　担当者の方は、「中途でもよいので一度組合員の方に声かけして、該当者の報告をしていただけると助かります。」と話しておられました。（共済だより№209号13ページをご覧ください。）
